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静岡市環境大学
2020

カリキュラムアドバイザー

東海大学海洋学部教授 秋山 信彦

静岡大学学術院教育学領域教授 熊野 善介

静岡県環境資源協会専務理事 平井 一之

環境カウンセラー 瀬本 豊久

環境を愛し、守っていきたいと思うあなたに！

静岡を代表する4人の環境のスペシャリストが、「シズオカ版・学びカリキュラム」を監修。

よりよい環境を将来の世代へ「ツナグ」ため、たくさんのヒントを得て、踏み出してみませんか。

南アルプス・駿河湾・気候変動・エネルギー・自然再生・生物多様性・マイクロプラスチック・・・

循環型社会形成・フードマイレージ・ごみ減量・食品ロス・環境教育・ESD・STEM・・・

「静岡市環境大学」は、市民講座の名称であり、学校教育法で定める「大学」ではありません。

人材の養成を目指す「 静岡シチズンカレッジこ・こ・に」の専門課程の一つです。

こ・こ・にポイント

★ ★ ★



静岡市環境大学 とは？

打ち解け合う 「ナカマ」

「アイスブレイク」を通じて

初対面の緊張感もどこかへ

いっちゃった。

環境問題を様々 な視点から捉え、自らが行動するための知識や実践的な技能を学ぶ連続講座です。

講義を聴くだけでなく、観察・実験に参加し、チーム力を高めるグループ演習を行います。

東海大学プロデュースの「深海魚ミズウオの解剖」など、「シズオカ色」を取り入れたほか、

国連の持続可能な開発目標である「SDGs」の推進につながるカリキュラムを提供します。

誰もが気軽に

学び合える

「環境大学」

大学レベルの

学びの機会が

得られる

「環境大学」

異分野で

活躍する人材

と交流できる

「環境大学」

多様な価値観

を共有できる

「環境大学」

令和元年度修了／

９期生 伊藤 高義さん

私は「大人が笑顔になれば、子どもの笑顔につながる」を

コンセプトにアフロを被りながら清水駅、三保松原周辺をウ

ォーキングゴミ拾いする「チームつながり」という活動を10年

前から行っていますが、世界文化遺産富士山の構成資産

の一つである三保松原では多くのペットボトルなどのゴミが

落ちています。

環境大学を受講したことで、このゴミなどが「海洋プラスチ

ックごみ」となり、海や魚などの環境に悪影響を及ぼすことに

視点が向くようになりました。子ども達に伝える知識が増え

て、本当に学んでよかったです。これからもこの学びを活かし

ながら二代、三代先の子どもたち地元が誇れる場所である

ために、私たち大人が楽しみながら環境問題などに向き合

っていきたいと思います。

修 了 生
V OI CE

令和元年度修了／

９期生 小川 温さん

私は、環境問題の何が問題なのか、環境問題を解決す

るために私自身が出来ることは何だろうか、という事を学び

たいと考え環境大学への入学を希望しました。

環境大学の魅力は充実したカリキュラムの中で様々 な

視点から環境についての学習ができることと、様々 な方との

出会いがあることです。環境について知識を付けたい方、環

境に関わるお仕事や活動、学習をされている方に環境大

学への入学をお勧め致します。

修 了 生
V OI CE

修了生の活動紹介

仲間の「 ツナガリ」

市民活動支援サイト

ここからネット

市民活動団体を探したり、市民団体

が主催するイベント・まちづくり活動を

探したりすることが

できます。

環境活動のきっかけ

が得られるかも?!

ま・あ・る「マグロからエコを学ぼう」

修了生が小学生に環境講座を行いました



グローバリゼーショ ンのもとでの環境教育/ＥＳＤ
東京都市大学環境学部 教授 佐藤 真久

本講演では、これからの時代を見据えて求められる環境教育/ESDについて歴史的背景に基づくもので

ある。とりわけ環境教育の歴史的進展、SDGｓ の社会背景、世界観、特徴を踏まえつつESDの国際

的議論の中で指摘されている事項について考察を深めます。

最近の気候変動と物質循環・ 海洋生態系の相互リンク
静岡大学創造科学技術大学院 特任教授 鈴木 款

最近の気候変動・異常気象は大気だけでなく海洋が大きな影響を与えている。何が起きているのか、それ

に二酸化炭素等の炭素・窒素循環はどのような影響を与えているのか。この物質循環と環境の変化にバ

クテリアや微細藻類の動態はどのように関係しているか。複雑な環境システムを理解する道を探ります。

海洋プラスチック汚染の状況とリスク
早稲田大学人間科学学術院 教授 山田 和芳

海洋プラスチック汚染は、世界的な喫緊の課題となっています。海洋プラスチック汚染の現状や

健康リスク、世界でおこなわれている様々 な取組を紹介します。

カリキュラム（ 14日間）

① 6月27日(土) 11:00~ 12:00 ●入学式・オリエンテーション／演習・ワーク

アイスブレイク 静岡市役所 南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家

南アルプスユネスコエコパーク井川自然の家が実践している自然体験活動の指導者養成講座の技法を取り入れな

がら、指導者としての基礎知識を学びます。

② ７月４日(土) 9:15~ 12:15 ●講義

④ 8月1日(土) 9:15~ 12:00 ●講義

環境保全の法制度 常葉大学社会環境学部 准教授 小杉山 晃一

生物多様性の保全を核として、環境保全を目的に制定された国際条約・国内法を

概観します。

環境問題の現状と循環型社会形成に関する法体系
(一社)静岡県環境資源協会 専務理事 平井 一之

環境問題の現状と課題を解説します。併せて、循環型社会形成について、法体系を分野別に学び

ます。特に、廃棄物対策と循環型社会の構築を市民の立場で考えるポイントを中心に、個別リサイ

クル法を例に紹介します。

★ 受講生には、カリキュラムのうち、8割以上の講座を受講していただきます。

【 講師の都合等により日程・内容等を変更することがあります。 ※会場は特に記載のない場合、「しずもーる沼上」です。 】

③ ７月18日(土) 9:15~ 15:30 ●講義・ワーク

静岡市の環境行政・静岡市の廃棄物行政
静岡市役所 環境創造課・ごみ減量推進課

食品ロス削減でつく る持続可能な社会
東京家政学院大学現代生活学部 教授 上村 協子

食料自給率37％の日本で、年間643万トンのまだ食べられる食品が廃棄されている現状をどうしたら変

えられるのか。食品ロス削減推進法の施行を契機に、一人ひとりが自分事として考え、エシカルなコミュニ

ケーションで消費者と事業者と自治体が連携して、日本各地で動き出した活動を紹介する。



南アルプスの成り立ちと自然環境 静岡大学 客員教授 増澤 武弘

南アルプスの地形、地質、動植物等を概観したのち、南アルプスの魅力を紹介します。さらに南アルプスの

自然に対して、市民ができる保全策を考えます。

地域の自然環境を再生する―生物多様性と地域の環境―
常葉大学 名誉教授 山田 辰美

静岡市は自然環境が豊かなことが自慢ですが、開発や温暖化等によって荒廃したり、

失われつつある自然や生き物、景観等があります。身近な地域を見つめ直し、取り戻したり

保全したりする可能性について考えてみましょう。生物や環境の保護や復元のために必要な

知識や技術について、分かりやすく紹介します。

⑧ 10月３日(土) 9:15~ 12:00 ●講義

⑤ 8月22日(土) 10:00~ 12:00 ●体験

⑦ 9月12日(土) 13:00~ 15:00 ●演習・ワーク

⑨ 10月17日(土) 9:15~ 12:15 ●見学/講義 ※西ケ谷清掃工場

環境学習リーダー基礎知識～心得・ 企画・ 仲間づく り～
(一社)会議ファシリテーター普及協会 副代表理事 小野寺 郷子

環境学習は学んだことを実践し、広めていくことでこそ価値があります。講師の専門「ファシリテーショ

ン」を活用した環境学習リーダーの基礎知識を実践形式の講義で学びます。

買い物から環境を考える～フードマイレージ買い物ゲーム～
(公財)公害地域再生センター／あおぞら財団 研究員 栗本 知子

「フードマイレージ」とは、食べ物の生産地から消費される食卓までの輸送に要した「距離×重さ」を表したものです。

フードマイレージが増えると、輸送エネルギー消費が多くなって、大気汚染や地球温暖化を引き起こす原因になります。

ゲームを通して、食と交通と環境が、日々 の買い物とつながっていることを学びましょう。

⑥ 8月29日(土) 10:45~ 15:30 ●講義・演習・ワーク

ごみ処理ガイドツアー（ 清掃工場見学） 静岡市役所 廃棄物処理課

廃棄物とリサイクル 環境カウンセラー事業者部門 瀬本 豊久

容器リサイクル法による容器包装プラスチック廃棄物のリサイクルの実態について考えます。

ふじのく に地球環境史ミュージアムを見学しよう！
ミュージアムサポーター

「百年後の静岡が豊かであるために」

ミュージアムは、日本の縮図と言えるふじのくに・静岡県の多様な自然を読み解くことで、

人が自然と共生する未来のあり方を提案します。当日は、企画展や常設展に加え、

収蔵室等のバックヤードを含んだガイドツアーを実施する予定です。

※入館料は受講生の実費負担となります。

食品ロスの国内事情と海外の取り組み
愛知工業大学 経営学部 教授 小林 富雄

日本でも注目されるドギーバッグやフードバンクについて国内の現状と海外の先端的な取り組みを

紹介します。



⑩ 11月７日(土) 9:15~ 12:00 ●講義

⑫ 12月５日(土) 9:15~ 12:00 ●講義・演習・ワーク

静岡市の河川環境－川の環境と生物多様性―
東海大学海洋学部 教授 秋山 信彦

河川は源流から海に到達するまで、蛇行しながら流れている。そのために様々 な環境が作られ、

それぞれの場所に適応した生物が生活している。そのために生物多様性が維持されている。

本講義ではそれらの関係について説明する。

深海魚ミズウオから学ぶ海洋環境の問題
東海大学海洋学部博物館業務課 課長補佐 伊藤 芳英

世界唯一、駿河湾を有する静岡ならではの環境教育プログラムを実施します。扱う教材は、「深

海魚ミズウオ」で、回収不能といわれる海ごみに着目した「海洋のごみ問題」について解説します。

⑭ 2月６日(土) 9:15~ 12:00 ●卒業式／卒業発表

2020年７月～12月環境活動・イベントに参加しよう（ ２回以上）

ＳＴ ＥＭ教育改革と環境教育の理論と実践（ 前編・ 後編）
（ 前編） 静岡大学学術院教育学領域 教授 熊野 善介（ 写真） ／（ 後編） 准教授 郡司 賀透

（ 前編） Society5.0に応える環境教育の在り方について、議論を展開しながら、新しい環境教育

のあり方を抽出しながら、実はSDGsが求めるものとSTEM教育改革が求める内容の類似性を

明らかにしながら、静岡市という文脈でどのようなアクションが可能かデザインします。

（ 後編） 環境教育におけるポストモデルとして、STEM（ ステム： 科学、技術、工学及び数学） 教育が注目され始めて

いる中、静岡市におけるSTEM教育の実践例を踏まえながら、環境教育において留意すべき点を学びます。

ＳＤＧｓ の実践～生ごみと放置竹林の問題に取組む～
(一財)静岡市環境公社 環境啓発顧問／沼上資源循環学習プラザ重岡 廣男

食品ロスにつながる「生ごみ」と、住環境に拡大する「放置竹林」の背景にある

環境問題を解説し、両問題を解決する手法を学びます。

環境保全と人口増加のジレンマを克服し
持続可能性社会を実現するためのバイオミメティ クス

浜松医科大学 名誉教授 針山 孝彦

人間が生きることはエネルギーが不可欠であり、そのため環境破壊をしなくてはならない。たとえば、

人口増加に対して生産性を上げなければならず、食料生産のために必要な農業が環境を破壊

してしまう。これらを解決するために今我々 が学ばなければならないことを、バイオミメティクスの

視点から掘り下げてみたい。

⑪ 11月14日(土) 9:15~ 15:00 ●講義／実習・ワーク※東海大学海洋科学博物館

⑬ 1月９日(土) 9:15~ 11:00 ●オリエンテーション／卒業発表リハーサル

静岡市環境学習指導員の活動について
（ 特非） 静岡県環境カウンセラー協会 理事 守屋 司子

静岡市環境学習指導員派遣事業についての説明と、今後の活動の参考になるように指導員の活動状況を事例を

もとに詳しく紹介します。

卒業発表リハーサル



静岡シチズンカレッジ こ・こ・に専門課程 「環境大学2020」 受講申込書

（ あて先） 静岡市長

（ フリガナ） 生年月日 年齢 性別

申込者氏名
昭和

平成
年 月 日

2020年4月1日現在

歳 女 男

郵 便 番 号 〒 －

住 所

電 話 番 号
自宅

携帯

緊急連絡電話

（ ケガ・事故等）

続柄（ ）

メールアドレス

職 業 大学生・専門学校生 主婦(夫) 会社員・公務員 自営業 教員 団体職員 その他

勤 務 先

学 校 名
名称

学年

部門 環境・CSR その他

所属ＮＰ Ｏ

市民団体等

※ ある場合のみ

※ 任意項目

環境又は教育

関連の資格

※ ある場合のみ

※ 任意項目

(例： 森林インストラクター、環境カウンセラー)

応 募 要 件

（ 該当するものに

レ点を入れる）

□ 私は、令和元年度環境大学の修了生ではありません。

□ 私は、８割以上の講義に出席する予定です。

□ 私は、修了後、静岡市内での環境学習活動を目指す予定です。

応 募 の

き っ か け

（ 主なもの１つに

レ点を入れる）

□ 広報しずおか □ 静岡市やしずもーる沼上のホームページ

□ 広報ラジオ／広報テレビ □ 生涯学習センター・交流館のリーフレット

□ 静岡市Facebook／twitter □ メールマガジン

□ 新聞記事 □ 廃棄物減量等推進員委嘱式での資料

□ 知人・修了生からの紹介（ よろしければ、紹介者を教えてください： ）

□ 職場からの案内 □ その他（ ）

個人情報の

利 用 範 囲

（ レ点を入れる）

□ 次のすべてに同意します。（ ご同意いただけない場合には、申し訳ありませんが、申込みをご遠慮ください。）

（ ア） 環境大学の運営に関すること（ 選考結果の通知、補償保険、講師及び環境大学の指定管理者

への情報提供、広報等）

（ イ） 本市の環境教育・環境学習、生涯学習推進事業「静岡シチズンカレッジ こ・こ・に」、「ここからネッ

ト」に関連する連絡調整に関すること

（ ウ） 環境大学及び「静岡シチズンカレッジこ・こ・に」の受講中・受講後のアンケート調査に関すること

受 講 料

（ レ点を入れる）

□ 次のすべてに同意します。（ ご同意いただけない場合には、申し訳ありませんが、申込みをご遠慮ください。）

（ ア） 受講料4,000円は、受講初日に一括して、現金でお支払いください。

（ イ） 欠席、中途退学等の自己都合、休講による受講料の返金は致しません。

事 務 局

処 理 欄

受付年月日： 年 月 日 補正依頼： □必要 □不要

受 付 者： そ の 他：

（ 表） 裏面の受講動機もご記入ください。

申込方法は、①郵送、②ＦＡＸ、③インターネット、④持参の
いずれかでお願いします。詳細は、募集要項をご覧ください。

こ
の
申
込
書
は
、
切
り
取
り
、
又
は
コ
ピ
ー
し
て
利
用
で
き
ま
す
。



【次の３項目を盛り込みながら、受講動機について、200 字以上400 字以内でお書きください。】

（ １） 環境に関して身につけたい知識、（ ２） 身の回りの環境問題の解決に向かって取り組みたい内容、

（ ３） 修了後、環境学習リーダー・学習支援スタッフとして活躍してみたい分野

（ 裏） 【 申 込 者 氏 名 ： 】



しずも ーる沼上

16人程度（ 選考あり）

2020年6月27日(土)~ 2021年2月6日(土)

14日間（ 25講座※うち活動体験３回）

概ね 土曜9時～12時 ※一部午後があります。

4,000円 ※ 納入後の返金はできません。

応 募 方 法

選考結果について

選考後、６月22日までに「選考結果のお知らせ」を郵送します。

※ コロナウイルスの感染拡大状況によっては、開講時期、講義に変更が生じる場合があります。

受講生には、日程などの変更が生じた場合は事務局よりご連絡いたします。

※ 受講決定者は、受講料4,000円をお持ちの上、6月27日（ 土） の入学式へお越しください。

メ イ ン 会 場

●問合せ／静岡市役所 ごみ減量推進課
〒420-8602 静岡市葵区追手町5-1 静岡庁舎 新館13階

●問合せ／一般財団法人静岡市環境公社
〒420-0905 静岡市葵区南沼上1217-1 しずもーる沼上

●後 援／静岡大学、東海大学海洋学部、常葉大学（ 五十音順）

募集要項

定 員

受講料

期 間

時 間

日 数

受講対象者

・18歳以上の方

・講座の８割以上に出席できる

・環境に関して知識を身につけたい

・身の回りの環境問題の解決に向かって取組みたい

・市内で環境学習リーダー・支援スタッフとして活躍したい

※ 静岡市外にお住まいの方もお申し込みができます。

※ 平成30年度以前の「環境大学修了生」も受講できます。

2020年６月15日（ 月） までに、静岡市ホームページの申込フォームからお申し込みください。

なお、申込用紙を郵送又はFAXで送付、或いは直接持参いただくことも可能です。

● 静岡市HP

● 郵送・直接持参 〒420-8602 静岡市ごみ減量推進課 （ 住所なしで届きます）

又は〒420-0905 静岡市葵区南沼上1217-1 しずもーる沼上

● FAX 054-221-1076（ 静岡市ごみ減量推進課） ※番号間違いに注意してください。

静岡市 環境大学

しずもーる沼上（ ぬまがみ）

（ 静岡市沼上資源循環学習プラザ）

〒420-0905 静岡市葵区南沼上1217-1

【電 話】 054-207-8971

【アクセス】 ●国道1号静清バイパス

千代田上土インターから 車５分

●JR静岡駅から タクシー25分

2次元コード

054-221-1361

054-207-8971


